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29歳という年齢まで社会人経験のない専業主婦だった私

が、縁あってMYライフプランアドバイザー（営業職員。以

下、アドバイザー）になってからもう20年近く経ちました。先

日、ありがたいことに日々の営業活動の成果が認められ、

社内表彰を受けるまでになりました。 

右も左も分からなかった駆け出しのころと比べると、もちろ

ん知識や技術の面で成長できたのかもしれませんが、「お

客さまのお気持ちには全力でお応えする」、この想いだけ

は入社してからずっと変わらずに持ち続けています。 

  

はじめてお客さまからご契約をいただいた日、未熟者の私

に人生のサポートを任せてくださったことが何よりうれしく

て、「絶対に後悔はさせません」と心の中で誓ったことを覚

えています。それからは、お客さまへの感謝の気持ちは行

動でしか表せないと思い、何かあればすぐに駆けつけ、誠

意を持ってお応えしてきました。お客さまに感謝の気持ちを

伝えたいという想いが、私の「アフターフォロー」の原点であ

ったと思います。 

 
お客さまのもとへ定期的に訪問
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営業所のアドバイザーに営業活動を指導する

生命保険に対するご不満は、商品の内容ではなく担当者

に対するご不満が多いと感じています。「加入を勧めるとき

だけ何度も来て、その後はまったく来ない」、「給付金請求

をしても迅速な対応がない」、「電話をしても折り返しがな

い」。そんな不満を耳にしたとき、お客さまがアドバイザーに

求めていることは、顔と顔を合わせて、お客さまの状況を把

握し、積極的にお伺いする「対面のアフターフォロー」であ

ると改めて感じさせられました。 

 

私たちアドバイザーは営業職なので成果を求めることは当

然です。しかし、成果だけを求めれば、お客さまへの感謝

の気持ちが薄れ、最後には一番大切な信用を失ってしまい

ます。 

アドバイザーの役割は、商品を売ることではなく、ご契約い

ただいたお客さまにどれだけの安心を感じていただけるか

に集中することが大切だと思います。 

29歳のとき、思い切ってアドバイザーになって本当に良かっ

たと思います。たくさんのお客さまやすばらしい仲間に多く

のことを教えていただけたと実感しています。 

  

お客さまの人生に深く関わるこの仕事を続けていると、時

には挫けそうになることもあります。病気や事故などの不幸

が、突然、大切なお客さまの身に降りかかることがあると本

当につらくなります。しかし、そんなときにこそ私たちがしっ

かりとお役に立たなければなりません。生命保険という商

品は何があっても、私たちアドバイザーが必ずサポートして

くれるという「安心」がなくてはならないのです。 

だから何かが起きたとき、「すぐに対応してくれてありがと

う」というお言葉をいただいたときは、自分の役割を果たせ

たことが実感でき、お客さまのお役に立てて良かったと心

から思えます。 

 
アフターフォローで、お客さまにさらなる安心を

例えば、私は、ハッピーレポート（契約内容を報告する書面）などをお届けする際は、お客さまのもとへ伺い、直接お渡しするよう

心がけています。ご契約継続のお礼やお誕生日などの節目にあわせた定期訪問を続ける間に、保険の内容とお客さまのニーズ

に若干のズレが生じる場合があります。お客さまにとって今の保険が最適でないのならば、有益な情報提供や新たなご提案を積

極的にしていく。それが、保険のプロである私たちアドバイザーの務めであり、アフターフォローの本質でもあると思っています。 

 

ご契約後のアフターフォローを欠かすことなく続けていると、お客さまの方から、ご家族やご友人をご紹介いただけるようになりま

した。 

そんなときに改めて「大切な人を紹介してくださったというお気持ちを絶対に裏切れない」と思います。その繰り返しが、結果的に

成果につながっているだけで、私自身は特別な何かをしているといった意識は全くありません。 
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稲田さんはすごく自然体な人です。いつもやさしく接してくれるので、安

心して家族や友達にも紹介できます。 

 

これからもずっと私たちを支えてくださいね。頼りにしています。 
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生命保険は、保険期間が30年、40年と長期間にわたりま

す。 

その間、社会保障制度、税制やその他の法律の改正、お

客さまのくらしや価値観の変化など、お客さまを取り巻く環

境が変化していきます。 

一方、生命保険の内容は日常の生活で意識する機会があ

まりありません。 

その結果、ご契約いただいてからの時間の経過とともに、

お客さまの生命保険に対するご要望と保障内容にズレが

生じてくることがあります。 

だからこそ、お客さまがご自身で情報収集や定期的な確認

をする負担を感じることなく、ご契約を適切な状態に保ち続

けるためには、当社の「ＭＹライフプランアドバイザー（営業

職員。以下、アドバイザー）」がお客さまに直接お会いして

情報提供を行ない、定期的な確認を一緒にさせていただく

「アフターフォロー」がとても重要と考えています。 

 
「安心ロードマップ」

 

お客さまにメリットをもたらす「アフターフォロー」ですが、訪問・面談の必要性や目的をご理解いただかなければ、「何か別の商品

をすすめられるだけなのではないか」と不快に感じる方もいらっしゃるかもしれません。 

そのために、「なぜアフターフォローが必要なのか」、「何のためのアフターフォローなのか」をお客さまにご理解いただけるよう、

アドバイザーがお客さまのもとへ定期的にお伺いする目的と今後実施する「アフターフォロー」の内容を図解した冊子、「安心ロー

ドマップ」を作成することにいたしました。 
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企画時には、徹底的に議論を重ねた

当社が考える「アフターフォロー」の理念は三つあります。 

一つ目は、「ご契約内容」等について、対面により、定期的

にご説明することでご請求のモレやご要望と保障内容との

ズレを防ぐこと。二つ目は、ご加入後の各種お手続きを、完

了するまで担当者が責任をもってサポートすること。三つ目

は、ご高齢の方に配慮したサービスをご提供し、将来にわ

たりご安心いただけるように取り組むことです。 

私たちに求められていることは、お客さまに寄り添って「ご

契約の定期点検」や「お手続きのサポート」を行ない、お客

さまが「知らなかった」「忘れていた」ということのないように

することだと考えています。 

東日本大震災の際、被災地にお住まいのお客さまから「い

つ、どこで、どのようなことがあっても、契約者に寄り添い、

そして、契約を守り続ける。そのよき伝統を受け継ぎ、私た

ち契約者を守ってもらえる会社であってほしい」というお言

葉を頂戴いたしました。このお言葉の裏には、同じ被災者

でありながらお客さまのために使命を全うしようと奔走した

アドバイザーの存在がありました。 

こうした経験から、私たち明治安田生命は、生命保険には

お客さまの人生に寄り添い続けるアドバイザーの存在が必

要なのだと改めて感じさせられました。 

だからこそ、「安心ロードマップ」がアドバイザーとお客さま

との信頼関係をより深めるきっかけとなることを切に願って

います。  
アドバイザーを支え、お客さまの安心へ繋げる

安心ロードマップに沿った「アフターフォロー」、つまり、お客さまからのお申し出をただ待つのではなく、アドバイザーが積極的に

定期点検にお伺いし「安心ロードマップ」に記載のサービスをご提供することで、ご加入後も保障内容を適切な状態に保つことが

できると考えています。 

また、今までアドバイザー個々に委ねられていた「アフターフォロー」の考え方が標準化され、より均質な「アフターフォロー」を、

長期にわたって安定してご提供できるようになります。 

「安心ロードマップ」をお届けする対象となる新商品「ベストスタイル」は、ご加入時の最適な保障と同等に、ご加入後の保障見直

しの自在性とご請求時のわかりやすさを大切にした商品です。 

お客さまには、「安心ロードマップ」を通じて将来起こるであろうことをイメージいただき、「安心ロードマップ」に沿って提供される

「アフターフォロー」によって、より確かな安心を感じていただけると考えています。 

現在、「安心ロードマップ」は、「アフターフォロー」の必要性が高い「ベストスタイル」が対象商品となっていますが、今後は、お客

さまやアドバイザーの声を活かし、そのほかの商品への拡大も検討したいと思います。そして、「明治安田生命といえばアフター

フォロー」と一人でも多くの方に実感していただけるよう、取り組んでいきたいと思います。 
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「地域に根ざしたスポーツクラブを核として、豊かなスポー

ツ文化を醸成する」というＪリーグの理念に共感した当社

は、2014年より「Ｊリーグ」および「Ｊリーグクラブ」の全面協

力を得て、「心ひとつに、Ｊでつながろうプロジェクト」をスタ

ートさせました。本プロジェクトは、「地域貢献」と「子どもの

健全育成」を大きな目的に据え、「Ｊでつながろうキャンペー

ン」、「Ｊでつながろう サッカー教室」の二つの活動を軸に展

開しています。  

   

当社のMYライフプランアドバイザー(営業職員)による営業

活動を通じて、全国のお客さまからＪリーグクラブへの応

援・投票を募り、ファン・サポーターの輪を広げていく「Ｊでつ

ながろうキャンペーン」では、応援したいＪリーグクラブチー

ムに投票していただき、その投票結果に応じて、全国のク

ラブや小学校にトレーニング用品を寄贈しています。こうし

た活動を通じて、各地域にお住まいの人と人との絆をつな

ぎ、深めていくことがこの活動の大きな目的です。また、こ

のような地域に根ざしたスポーツの取組みを行なうことで、

それぞれの地域のお客さまとの絆が深まり、社業にも貢献

できると考えています。  

 
全国各地で開催される「Ｊでつながろう サッカー教室」
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参加者に喜ばれる企画を検討する

また、全国の各支社が主体となって実施する「Ｊでつながろ

う サッカー教室」は、地域の子どもたちにとって、コーチや

サッカー選手等に直接指導を受けられる貴重な機会です。

実際に試合を行なうホームグラウンドで、選手と一緒にボ

ールを追いかける子どもたちの真剣な眼差しを見ている

と、胸が熱くなります。  

  

私自身も学生時代はずっと野球に打ち込んできました。小

学生のとき、あるイベントでプロ野球選手から直々に野球を

教わったことがあるのですが、前日の夜はワクワクしてな

かなか眠れなかったことを覚えています。憧れの選手とふ

れあうなかで、私は、「プロ野球選手になる！」という大きな

夢を持ちました。夢を叶えるために仲間たちと練習に励ん

だ頃は、高い壁に何度もぶつかりました。今になって思う

と、壁を乗り越えるための努力や仲間の大切さ、喜び、挫

折を野球から学んできたような気がします。 

「心ひとつに、Ｊでつながろうプロジェクト」で、当社従業員、

お客さま、地域にお住まいの大人や子どもの心をつなぎ、

大きな感動を生み出せるように力を尽くしたいと思います。 

全国47都道府県に拠点がある当社だからこそ、全国各地

のクラブチームとともに、子どもの健全育成に貢献できるは

ずです。すでに、各地の支社とクラブチームが連携し、試合

の動員を呼びかけるなど、自主的な動きがはじまっていま

す。これまで、自主的な社会貢献を行なってきた当社の風

土がさらに強まっていくと感じています。 

 

さらに、子どもたちの思い出に残るような企画を実施し、プ

ロジェクトをますます盛り上げていきたいと思っています。

今後の展開にぜひご期待ください。  
全国の子どもたちに夢と希望を与えるプロジェクトへ

これらのプロジェクトがきっかけとなり、サッカーに興味を持たれたお客さまや地域の方々と当社従業員が、スタジアムで一緒に

地元クラブを応援する。そんな光景が見られるようになれば、きっと地元に対する愛着や誇りが深まり、人と人との絆が今まで以

上に強く結ばれていくはずです。  

「子どもの健全育成」において、スポーツに打ち込んだ経験や、憧れの選手とふれあった経験はきっと大きな財産になると、自身

の経験から感じています。ですから、今度は私がサッカー教室に参加する子どもたちに、サッカーを通じてたくさんのことを学んで

もらう機会を提供したいと思っています。子どもたちが将来Ｊリーガーとして活躍してくれる日が来たら、うれしいですね。 
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20年以上この仕事をしていて、多くのお客さまとの出会い

がありました。すべてのお客さまに、それぞれ他の方とは

異なる人生がありますから、年齢、ご家族の状況などに応

じて、お客さまにあわせたご提案が必要だと思います。私

が心がけているのは、当たり前のことのようですが、お客さ

まが望まれるときに、「すぐ訪問する」ということです。駆け

出しの頃は、とにかく馳せ参じていましたので（笑）、振り返

ると、少々一方通行だったと反省しています。お客さまから

「いつでも応えてくれる」と思っていただける、そんな私であ

りたいです。 

 

保険に関するご相談をお受けするのはもちろんのこと、保

険を見直すのは人生の節目である場合が多いため、その

タイミングで生じるさまざまな事柄についても、困ったことが

あれば「いつもご相談いただける存在でありたい」と思って

います。例えば、ご家族を亡くされたときは、精神的にもつ

らいなかで、相続の手続き等をすることで、とても疲弊され

る方もいらっしゃいます。そんなときに少しでもお力になる

ために、相続などの勉強をするようにしています。 

 
ご要望があればすぐにお客さまのもとへ駆けつける
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支部メンバーとともに、お客さまのご相談に応える

ＭＹライフプランアドバイザー（営業職員。以下、アドバイザ

ー）の仕事を通じて、本当に多くのことを学ぶ機会に恵まれ

ました。この仕事をしていなければ、自分ひとりの人生しか

知らなかったけれど、お客さまの人生にかかわらせていた

だいたおかげで、多くを学ぶことができたのです。働き盛り

でお子さまがお生まれになった方、ご退職された方、伴侶

を亡くされた方。ご相談は多種多様で、相続や税金のこと

であったり、会社を経営されている方だと、従業員の福利

厚生のことであったり、最近では、エンディングノート※とは

どんなものか教えてほしいというリクエストをいただいたこと

もあります。さまざまなお客さまの生活設計をご一緒に考え

るとき、必要な情報はどんなことなのか、学ぶ機会はお客

さまの数だけあったのです。 

支部マネジャーとして、後輩たちを指導するときには、「保

険はご契約をいただいておしまいの商品ではなく、ご契約

をいただいてから始まる商品だから」と折にふれ伝えてい

ます。私たちは5年、10年といった単位でおつき合いをさせ

ていただきながら、お客さまと信頼関係を深めていくことが

できます。 

 

生命保険はご加入から30年、40年と続く商品だから、後輩

たちにも長く勤めてもらいたいです。やる気があることはも

ちろん良いことですが、気張りすぎて息切れすることのない

よう、じっくりと、一人ひとりのお客さまと向き合ってほしい。

私も初めは先輩に連れられて、先輩の受け答えを見て、真

似ることから始めました。今は指導する立場になりましたの

で、後輩には真似できそうなところはどんどん真似て、吸収

してもらって、「お客さまのお望みに、いつでも応えられる存

在になろう」という思いを、共有していけたなら嬉しいです。 

 
ご契約からはじまるおつき合い

※人生の最終章を迎えるにあたり、亡くなった後のご自身の想いや、ご希望などを、ご家族などへ伝えるために書き留めておくノ

ート 

 

ご契約いただく際にいつも心に留めているのは、ご契約内容についてご夫婦の間できちんとお話し合いができているかです。 

以前、ご主人が重い病気を患われたとき、奥さまに、「この保険ではカバーされないんですね」と言われたことが今も胸に残って

います。実は、ご主人には、「新しく発売になった保険では、保障の範囲が広がっているので」と、おすすめしたことがあったので

すが、そのときはお断りになられました。それを奥さまはご存じなかったのですね。あのとき、もしも奥さまにもおすすめできてい

れば、ご主人がご病気になられたときにお役に立てたかもしれない。それがとても悔やまれました。以来、ご主人のご契約の際

も、奥さまとお話しされたかを確認したり、ご希望によっては奥さまに直接お会いしてご説明をしています。生命保険は、単に加

入されるかどうか、とか、保険料が高いか安いかといったものだけではなく、お客さまを含めたご家族が、納得できるものである

かどうかが重要なのだと思うのです。そのためのご提案を尽くすよう心がけています。 
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営業端末「マイスターモバイル」（以下、マイスターモバイル

※）の開発、導入の目的は、お客さまとＭＹライフプランアド

バイザー（営業職員。以下、アドバイザー）との距離を縮

め、対話の促進を図ることでした。マイスターモバイルで

は、パンフレットなどの紙ベースで行なっていたご説明を、

動きのある映像などを用いてわかりやすくご案内できること

に加え、煩雑になりがちだった手続きも、格段に簡素化す

ることができます。これにより、書類のやり取りに費やされ

ていた時間を、より多くのお客さまを訪問する時間に置き換

えることができるのです。導入の検討を始めた頃は、タブレ

ット端末自体がまだ一般的でなく、何がどこまでできるのか

が未知数で、通信料も今より高額でしたから、導入は無理

ではないかという声もありました。しかし、通信媒体や技術

の進歩で大きな課題が解消され、導入することができまし

た。 

 
営業端末「マイスターモバイル」

 

マイスターモバイルの導入によって何を実現したいのかが明確であったため、一度開発を決断すると、「全社を挙げて」という機

運になりました。ちょっと変えるのではなく大きく変えたい、機械を変えるのではなくお客さまとの関わり方を変えるのだと、皆で同

じ方向を向いて取り組むことができました。 

 

※明治安田生命保険がアドバイザー向けにオリジナルで開発した営業端末。2013年9月より約3万台を導入。Windows 8タブレッ

トの企業導入としては世界最大規模（2013年9月時点）。商品説明や動画のコンテンツがスムーズに閲覧できるほか、各種手続

きのペーパーレス化と電子サインによる簡素化を実現。詳しくはP58 

特集Ⅰ ＜Story＞MY　CSR活動

16 明治安田生命 CSR報告書2014



 
現場の声を開発に活かす

マイスターモバイルを使うのはアドバイザーです。アドバイ

ザーにとって使い勝手の良いものでなければ、どんなに機

能を充実させても意味がありません。持ち運びが大切なた

め、軽さ、薄さにもこだわりました。使い勝手については、で

きる限り意見を集めるよう努めました。さらに、アドバイザー

にテスト使用してもらい、新人からベテランまで徹底的にヒ

アリングしたところ、机の上ではわからなかった改善点が

次々と挙がってきました。改善できるところはすべて取り入

れようという思いで開発しました。 

マイスターモバイルは、説明ツールとしてはもちろんのこ

と、コミュニケーションツールとして、お客さまにも触ってい

ただくことも想定していますので、お客さまの使いやすさに

ついても、アドバイザーを通じて丁寧に検証していきまし

た。 

マイスターモバイルの展開に向けて、全国の支社・営業所

で研修を実施しました。新しい仕組みを導入することは、負

担に感じられがちなものですが、前向きにとらえてもらうこ

とができました。導入の目的である「お客さまとの距離を縮

め、対話の促進をはかること」という想いを、一貫して伝え

てきたことが良かったのだと思います。 

 

生命保険は目に見えない商品なだけに、ご加入前もご加

入後も、お客さまに内容をよく理解していただくためのご案

内が何より大切です。よりたくさんの情報をわかりやすくご

理解いただければと思っています。 

 

導入して月日が経つごとに、アドバイザーも慣れてきます

から、追加機能などの要望も出てきていますね。すでにい

ろいろなアイデアも出てきていますので、社内で課題を共

有しながら、機能も活用方法も進化させ、お客さまとのコミ

ュニケーションがさらに充実するための後押しになればと思

います。 

 
マイスターモバイルの意義を丁寧に伝える

 

2014年6月の新商品「ベストスタイル」発売と同時に、従来にない新しい提案スタイ

ルである「クイックチェック保障問診」を導入しました。「クイックチェック保障問診」

は、お客さまの生命保険に対するお考えをお伺いし、お答えいただいた内容をもと

に設計された保障プランと、当社がおすすめする必要保障額とを対比しながら、こ

れまで以上に納得いただける提案を実現するツールです。
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直接お客さまと接するＭＹライフプランアドバイザー（営業

職員。以下、アドバイザー）を、事務サービス面で支えるの

が、私たち事務担当者の仕事です。事務というと、ともすれ

ば文字通り、事務的に処理をしがちな職種と思われがちで

すが、アドバイザーの向こうにはお客さまがいらっしゃるの

だということを、いつも念頭に置き、「お客さまに喜んでいた

だけるサービス」がどのようにしたら提供できるかを考えて

います。 

例えば、アドバイザーは外出が多いため、その間にお客さ

まから電話があったときは、できる限り用件まで承るように

しています。私たち事務担当者で答えられる範囲のことは

回答し、わからない点も、担当アドバイザーに的確に伝えら

れるよう努めています。 
 

お客さまからの電話対応でもアドバイザーを支える

 

アドバイザーが内容を把握できていれば、事前に準備をしたうえでお客さまに折り返しご連絡することができます。電話の対応ひ

とつで、アドバイザーや、ひいては会社の印象さえ変わってしまうので、どんな些細で当たり前のようなことでもおろそかにせず、

丁寧な仕事を心がけています。 
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リーダーとして支社全体を牽引

私は山形支社の2013年度「事務サービス改革※1」推進リー

ダーでした。支社間で格差が生じないよう、全国の支社とし

っかり情報共有を行ないながら、支社で出た意見を、本社

にどんどん提案する取組みを行なってきました。実際に、自

分たちの提案が日々の業務に反映されるので、やりがいと

責任を感じました。 

 

「事務サービス改革」で、最も効果が大きかったのは初回

保険料のキャッシュレス化だと思います。 

ご契約のお申込み時に現金でお預かりしていた初回保険

料を、口座振替にするものです。以前は、お客さまに集金

の時間をいただいたり、現金をご準備いただく手間などが

ありましたが、キャッシュレス化により、お客さまのご負担を

解消することができました。 

お役に立つためには、なにかあったとき、一日でも早く保険

金や給付金等をお届けすることが必要となります。だからこ

そ、保険金や給付金等の支払いに関する手続きが簡便に

なることのメリットはお客さまにとって大きいはずです。マイ

スターモバイル導入の目的は、ICTの技術による事務の効

率化だけではありません。アドバイザーが営業所内で行な

う事務が効率化する分を、直接お客さまにお会いし、細か

なご要望をお聞きしたり、ご相談いただいたりといった時間

に充てることが可能となりました。お客さまのご要望にお応

えするため、事務サービス改革を推進する事務担当として

も工夫をしながら、アドバイザーをさらにバックアップしてい

きたいです。 

 

私たちは直接お客さまと接することが少ないのですが、アド

バイザーあての電話で、お客さまから「○○さんに、ありが

とうと伝えておいて」と言われることがよくあります。 

自分に対する言葉ではなくても嬉しくなります。これからも、

お客さまに喜んでいただけるサービスのため、自分なりの

役割を果たしていけたらと思います。 

 
事務サービス面でアドバイザーをしっかり支える

また、営業端末「マイスターモバイル」（以下、マイスターモバイル）の導入でペーパーレス化も急速に進みました。ICT※2の技術を

用いて、お客さまとアドバイザーがお会いしているその場での手続きが可能になったため、お客さまのところでご要望を伺ってか

ら事務所に戻り、改めて必要書類をお持ちするようなプロセスがなくなり、よりスピーディに対応できるようになりました。 

 

※1 明治安田生命が、2011年度下期から取り組んでいる、お客さま発想を最優先として事務サービスの構造的・抜本的な見直し

を行なうもの。詳しくはP67 

※2 ICT：情報通信技術（Information and Communication Technology） 
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初めてのボランティア参加は、2012年の9月に東日本大震

災復興支援のために実施された「労使共同復興支援ボラ

ンティア」でした。この活動は、宮城・岩手・福島の３県の沿

岸部で実施されたもので、私は、宮城県の七ヶ浜町に割り

振られ、仙台支社の従業員などと共に、田んぼで細かなが

れきを拾う活動を行ないました。農家のおじいさんの、「もう

一度、ここで田んぼがやりてぇんです」との言葉に、気持ち

が奮い立ちました。東日本大震災の後、役に立てることは

ないかと思う一方で、なかなか踏み出せなかった私は、こ

れを皮切りに、やはり会社が参加者を募った「花未来プロ

ジェクト」に申し込みました。 

 

この活動で花壇をつくるために宮城県石巻市のとある小学

校を訪れました。「花未来プロジェクト」は、甚大な被害を受

けたさまざまな被災地に花を植える活動です。 

 
「花未来プロジェクト」の様子

 

実際にその地に立つと圧倒的な現実を前に言葉が出ませんでした。空っぽの校舎のほか、今は何も残っていない場所を花いっ

ぱいにするために、心を込めて土を耕しました。以来、被災地に思いをはせる時間が長く、濃くなりました。 
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一人ひとりが使命を果たす

ボランティア活動で被災地に赴いてから、つらい時間を過

ごしている方々に対して何ができるだろうと、考えるように

なりました。自分には、東京での仕事があり、家族もいて、

現地で活動するには限界があります。小さくても、身の丈に

合ったことを続けていこうと考え、コンビニ等で募金箱に気

づくたびに小銭を入れるようになりました。また、被災地に

もたくさんのお客さまがいることを意識することで、個人とし

てだけでなく、明治安田生命の職員としての立場で何がで

きるのか、ひいては、保険にできることはなんなのか、保険

の社会的な意義を、より深く考えるようにもなりました。 

多くのことができるわけではありませんが、今の立場ででき

ることは、しっかりと、一生懸命にやろう。それが社会の中

で私に果たせる使命だと、今も思っています。 

ボランティア活動は、自分の仕事をも改めて見つめるきっ

かけとなり、私にとって大変貴重な体験になりました。 

実は、ボランティア活動に参加するまでの私は、ボランティ

アに対してどちらかというと冷めた気持ちを持っていまし

た。阪神淡路大震災のときも、ナホトカ号の重油流出事故

のときも、多くの人がボランティアで駆けつけていましたが、

当時は自分事ととらえることができませんでした。もしかす

ると、私は東北出身だったから、東日本大震災がより身近

に感じられたのかもしれません。 

 

もうひとつ大きかったのは、自らも家族を持ち、父親になっ

ていたことなのだと思います。被災した子どもたちの姿には

胸が痛みました。それでも、いつ、どのようにして役に立て

るのかわからず、震災後すぐに動けずにいた私にとって、

会社からのボランティアを募る呼びかけは非常に大きなき

っかけになりました。今は、あのとき参加できて、心から良

かったと思っています。そして、自分がそうであったように、

より多くの人たちに、きっかけがあることを願っています。今

度は、自分の体験が、誰かにとってのきっかけとなれば、と

ても嬉しいです。 

 
ボランティア参加メンバーと
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私は働きながら二人の子どもを育てました。明治安田生命

は今でこそ、ワーク・ライフ・バランスや女性の活躍を推進

する取組みで厚生労働大臣優良賞を受賞※するに至って

いますが、私が第一子を出産した20年ほど前には、つらい

環境でした。育児と仕事の両立で、私自身、このまま仕事

を続けるべきかどうか毎日のように悩みました。幼い子ども

はすぐに熱を出したりしますから、保育園からは頻繁に呼

び出しがありましたし、常に会社に迷惑をかけているという

意識があり肩身が狭い思いでした。それでも辞めるという

選択肢をとらずに仕事を続けることができたのは、ひとえ

に、良き上司や同僚に恵まれたからです。子育て経験のあ

る先輩女性職員が「今は私があなたをサポートするから乗

り越えて、子育てがひと段落したら思い切り会社に恩返しし

なさい」と言ってくれたことは忘れられません。 

 
二人の子どもを育てたころ

 

私が子育てに奮闘していたころ、周囲がバックアップしてくれる風土が社内にあったことは本当に幸運だったと思っています。お

かげで現在の自分のキャリアがあるのですから、今度は私が後輩をサポートする番です。部下には能力の高い女性がたくさん

いるので、現在の充実した制度をどんどん活用して、キャリアアップにチャレンジしてほしいと思っています。 

 

※明治安田生命は、厚生労働省が主催する平成25年度「均等・両立推進企業表彰」において、「ファミリー・フレンドリー企業部

門」で「厚生労働大臣優良賞」を受賞。前年の同表彰においても、「均等推進企業部門」および「ファミリー・フレンドリー企業部

門」の両部門で「東京労働局長優良賞」を受賞しています。詳しくはP163 
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女性を引っ張るロールモデルとして

現在当社には、子育てをしながら働くためのさまざまな勤

務制度が揃っています。もはや結婚や出産が女性のキャリ

アの足かせになることはない時代になってきたと実感して

います。 

だからこそ、用意された制度を活用しながら、業務上でも最

大のパフォーマンスを出せるよう、女性の側も気を引き締

めて努力していくことが必要です。 

 

私自身が、仕事と家庭の両立に悩む女性たちを勇気づけ

られるロールモデルとなり、彼女たちを支えていかなくては

ならないですね。それがまさに、かつて先輩が言ってくれ

た、「会社への恩返し」なのだと思っています。 

当社は従業員の8割以上を女性が占める会社ですから、女

性が活躍するための労働環境の整備に目がいきがちです

が、出産・育児は女性だけの問題ではありません。また、家

族の介護をささえるということでは、私たちの性別は関係あ

りません。ダイバーシティ・マネジメントを推進するうえで、

男性、女性を問わず、仕事と家庭を両立できる環境づくり

が必要だと思います。 

私は先輩や仲間に支えてもらった感謝の気持ちを糧に、後

輩が仕事と家庭を両立し、いっそう活躍できるような職場環

境をつくりたいと思っています。 

 

仕事と家庭を両立できる環境でこそ、新しい発想や企業価

値も生まれるのではないでしょうか。つまり、ワーク・ライフ・

バランスを推進することが、ダイバーシティにもつながってく

るのだと思います。こうした取組みで当社が先進企業にな

れるよう、仲間のため、そして会社のために働く環境を整え

ていきたいです。 

 
働きやすい会社・社会をめざして
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明治安田生命が企業風土づくりのため、全社的に力を入

れているのが「ＭｏＴ運動※」です。その一環として、金沢支

社では特に社会貢献活動を積極的に推進しています。社

会貢献活動を通じて地域の人とふれあい、私たちが身近な

存在になれるよう、また、お世話になっている地元に対し、

本業以外でもお役に立てるように、との考えからです。私は

日ごろ直接お客さまや地域の方と接する機会は少ないで

すが、「ＭｏＴ運動」を通じて、さまざまな方とお会いする機

会を持つことができ、良い刺激になっています。 

 

特に印象に残っているのは、地域の社会福祉施設のイベ

ントにボランティアで参加したときのことです。私たちは模擬

店の販売のお手伝いをしたのですが、慣れないことなの

で、初めは少し緊張しましたし、受け入れてくださった施設

の職員の方も、遠慮がちに見えました。しかし時間が経っ

て少しずつ余裕が出てきてからは、いろいろなお話ができ

るようになりました。 

 
支社全体で「ＭｏＴ運動」を展開

 

そうした施設については決して詳しくなかったですが、和やかな雰囲気のなか、実際の様子を知ることができ、とても良い経験に

なりました。最後に施設の職員の方から「ありがとう！」と言っていただいたときは嬉しかったです。ボランティアで参加したほかの

メンバーからも、「また参加したい」との声が聞かれました。自らその場に立ち、参加してみないとわからないことがたくさんありま

す。今後も積極的に参加しようという思いを新たにしました。そこでできたご縁は後にもつながることになり、毎月同様のお手伝い

をさせていただくことになりました。一度きりで終わることなく継続していくことも、大切なことだと思っています。 
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グリーンカーテンを広めて自然環境への意識を高める

金沢支社の社会貢献活動は、会社が社内の表彰制度とし

て設けている「ボランティア表彰」を、2012年度・2013年度と

2年連続受賞しました。 

 

石川県内で、地域の方を招いて行なった「ホタル観賞会」

や、地域にグリーンカーテンを設置する活動などが評価さ

れました。 

これらの活動は、地域のみなさまと交流しながら、ご一緒に

自然環境について考えるいい機会になったと思います。グ

リーンカーテンは、営業所に設置したほか、お客さまのご自

宅や福祉施設などに鉢植えをお持ちすることで展開してい

きました。日常生活のなかでCO2削減への意識が高まった

と感じています。 

「ＭｏＴ運動」では、お客さまからいただいた感謝の声を集

約、共有して、どのようなことでお客さまが喜んでくださった

のか、さまざまな事例を学び合う取組み、また、社内の働く

仲間同士で感謝の気持ちをカードに書いてやり取りし、掲

示することで、「ありがとう」の気持ちを伝え合う「サンクスカ

ード」の取組みも行なっています。 

 

一人ひとりがお互いの心遣いに敏感になることができれ

ば、お客さまへのホスピタリティの気持ちも、自然に醸成さ

れていくものだと思います。これから、「ＭｏＴ運動」がさらに

根づいていくよう、代表リーダーとして努力していきたいと

考えています。 
 

働く仲間から寄せられたサンクスカード

※ＭｏＴとは、Moment of Truth（真実の瞬間）の略。お客さまに明治安田生命が最良の選択だったと確信いただける「感動の瞬

間」を、小集団活動を通じてより多く創出することを目的とした運動です。詳しくはP169 
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